
特

集

手稲の歴史をひもとく

第１１回冬季オリ
１９７２（昭和４７）年２月３日～１３日（１１日間）

今から３２年前の１９７２（昭和４７）年２
札幌で開催されました。手稲山では、
ー競技、リュージュ競技が行われ、
ました。
今月は、オリンピックが行われた当

歴史をひもときます。

札幌オリンピック冬季大会競技施設パノラマ図
（当時の資料から再現）

札幌オリンピック 豆知識①

●参加国は３５カ国、参加選手１，１２８人
（うち日本人参加選手９０人）

●大会経費 約２，２００億円
・競技場建設 約９２億円
・大会運営費 約１００億円
・道路、地下鉄などまちづくり経費
約２，０００億円

●まちづくり
本大会に関連する投資によって、札幌のまち
づくりは、１０～１５年は早まったともいわれてい
ます。経済効果は、約４，１８０億円。

（資料：第１１回オリンピック冬季大会札幌市報告書）
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▼札幌市作成の記念
スタンプ（手稲山関係）

※アルペン
アルプス地方で発達したことか
らいわれるようになりました。
スキー競技で、滑降・回転・大
回転・スーパー大回転の４種目
および、その複合競技。斜面を
滑降する速さを競います。

※ボブスレー
氷上のF１ともいわれるボブス
レー。最高時速は１２０�にもな
ります。氷のコースをハンドル
とブレーキのついた鋼鉄製そり
で滑降します。

※リュージュ
フランス語で小型の木製そり。
最高時速は１００�です。スピー

じん

ドに耐える強靭な体と鋭い反射
神経が要求されます。英語では
トボガン。

3 2004―�―広報さっぽろ手稲


